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研究会「中国とどうつきあうか」⑥ 

 

「反日」下での『知日』の成功 
 

毛丹青 神戸国際大学教授 

 

２０１４年５月１６日 

 

作家で神戸国際大学教授の毛丹青（Mao Danqing）さんが主筆を務める中国

の雑誌『知日』について聞いた。２０１０年９月の尖閣諸島中国漁船衝突事件で

反日ムードが高まったことをチャンスと見て日本をテーマにした雑誌の発行

に踏み切り、しかもビジネスとして成功しているという話は驚きだった。日

本語のできない若い編集者らが自らの感性で取り上げた「猫」「鉄道」「制

服」「禅」「明治維新」「妖怪」などのテーマを特集した『知日』は月一冊

ペースで出版され、十万単位の読者が購入している。現代日本のライフスタ

イルに強い関心を持つ中国の若者像は反日デモから日本人が想像するイメー

ジとは大きなズレがある。逆に「日本においては中国の今のライフスタイル

はどんなものかをくみ取ることとはできないと思う」という毛さんの問いか

けは日本のメディアにとって重い指摘だと感じた。 

 

司会：坂東賢治 日本記者クラブ企画委員（毎日新聞論説室専門編集委員） 
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司会：坂東賢治企画委員（毎日新聞論説室専

門編集委員） シリーズ「中国とどうつきあう

か」、きょうは神戸国際大学教授で作家の毛丹

青先生に来ていただきました。 

毛先生は、尖閣で漁船がぶつかった直後の２

０１１年に、中国で『知日』という雑誌を出され、

これが、特に中国の３５歳以下１８歳以上という

若者層に非常に売れていると。日本を紹介する

雑誌が中国で商売として十分成り立っている。

日本からすると、一見、不思議な光景ではあり

ますけれども、その裏側といいますか、実際、

中国でどういうふうに日本が受け入れられて

いるのか、『知日』がどう受け入れられている

のかについてお話をお伺いして、われわれの参

考にしたいと思います。 

司会は、企画委員をしております毎日新聞の

坂東が担当させていただきます。 

では毛先生、よろしくお願いいたします。 

 

毛丹青・神戸国際大学教授 毛（マオ）とい

います。 

まず、この場で、日本を知るというコンセプ

トでお話しさせていただくということに対し

て、非常に感謝を申しあげたいと思っています。 

なぜこういうことをまず言わなければなら

ないかというと、おそらく、いまから３年ほど

前だったら、不思議な現象があって、果たして

中国では、日本を知りたいという勢力というん

ですか、若者たちがいるかどうかということが

非常に疑問だったりして、僕はそのようなこと

を思い出しながらいまの話をしようと考えて

います。 

最悪の日中関係のもとで「知日」ビジネス 

皆さんもご存じのように、日中関係が最悪の

時代だと。少なくとも、私がことし５２歳で、

日本では２６年も住んでいまして、かつてみた

ことのない、最も厳しい、最も険しいという状

況です。 

しかし、そんな中で、日本のことを嫌ってい

るというようなテレビ報道、新聞報道などの中

で、ひそかに笑っている連中がいる。日本を知

るということでビジネスとして成り立ってい

る、金もうけをしている、という事実を、ぜひ

皆さんに知っていただきたい。 

中国の若者たち、彼らはどのような心境なの

かというようなことを、ここで紹介をしたい。

彼らのまなざし、それから日本へのアプローチ

といったものを通して、日中関係が悪い中、わ

れわれが何かヒントを得ることができたら幸

いと思います。 

先ほど打ち合わせで、こういう話をしたんで

すね。中国というコンテンツは、日本で消費さ

れる場合においては、おそらく圧倒的に多いの

は、古典のものだということです。例えば『三

国志』とか『水滸伝』とかそういったものばか

りだったのです。 

しかし、逆の場合を考えますと、中国におい

ては、日本についてのコンテンツは、ほとんど

歴史のものではない。いまの日本です。日本の

ライフスタイル、それから日本の推理小説ある

いはアニメーションといったものなのです。あ

たかも違う次元に暮らしているような文化と

いう雰囲気があったと思うのです。果たして日

本においては、中国にいま何が起きているか、

中国のいまのライフスタイルといったものは

どういうようなものなのか、多分、くみ取るこ

とはできないと思うのです。 

私が１９８７年に初めて日本に来たときに、三

重県にいたのですが、私が中国から来まして、

大家さんの最初の質問が、「中国には醤油があ

りますか」。非常に驚いたのです。なぜ驚いた

かというと、何か生活感のないような質問だっ

たからかもしれません。しかし、いま現在、ど

う変わってきたかというと、いまの若者が日本

を知るというツール、チャンネルというのは多

彩にあります。 

われわれは雑誌『知日』を２０１１年１月に創

刊しました。この雑誌を最初につくった当時の

いきさつをご紹介させていただきたいと思い

ます。 

少しだけ私の経歴を紹介させていただきま

すと、北京大学を卒業し、それから中国社会科
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学院というシンクタンクですね、私の同期にい

ま中国の指導者の秘書を務めている方がいま

す。中国の社会科学院というのは国家公務員と

いうことで、たまたま日本に来るというチャン

スがあったので、１９８７年に日本にやってきま

した。 

もともと進学したかったのですが、あまりに

も金がなくて困っていて、ただ、僕はアルバイ

ト云々というのはあまり好きじゃないタイプ

です。学業のために借金までしてするべきであ

るという考えと、金がなかったら全てやめて金

を稼げばいいという考えで、僕は後者を選びま

した。 

そうしたら、たまたま友達経由で魚屋さんの

オファーがあって、それで魚を売りに行ったん

です、昼もなく、夜もなく。最後には遠洋漁業

にも出かけたりしました。で、３年間は、そこ

で日常的にたくさんの日本の方に接したりし

ていました。 

その後は、中国の経済が成長していって、だ

んだん漁民たちが日本への魚の売りをやめて、

中国に売ったほうがもうけがいいということ

で、残念ながら、私の得意な商売がやがてなく

なってしまったわけであります。それで、上場

一部の商社で務めるようになっていて、以来８

年間ぐらいはいました。 

「虫の眼」で日本を見る 

その間は、仕事として日々中国で工場を建て

たりするというときに、従業員の規則云々とい

う規則集みたいなものを訳したりしていると、

何かむずむずしてきて、そうして会社をやめて

ハローワークに行って失業保険をもらいなが

ら、本を書くことを決心したのです。せっかく

ですから日本語で書いてやろうと考えていて、

『にっぽん虫の眼紀行』（法蔵館・文春文庫）

という旅行記なんですね。本を出したからとい

って、それで生計を立てられるわけではないの

で、半分、諦めるつもりがあったんです。北京

に戻ってちょっといい場所を見つけ出して、そ

こで魚屋を開こうかなと思ったときに、案外に

日本で自分が書いた本が文学賞を受賞し、それ

から、読まれるようになっていて、そうしたら

引き続いて日本語作家として、各地に旅をして、

私が魚のビジネスをしたときに、結構な額でも

うけさせてもらったんだけれども、その金を使

って各都道府県に行きました。 

それから、僕は鉄道マニアですから、単線の、

７割以上は全部行って、そういったありのまま

の日本といったようなものを表現し、それから

中国語でも書き出していくことにしたのです。 

ちょうどこの時期が、歴史的に言いますと２

００８年の北京オリンピック開催が決まった年

で、中国では空前の海外旅行ブームが起きてし

まいました。そこで、外国の文化についての話

が欲しいと、各出版社こぞってライターを求め

てくるんですね。 

僕は日本語でずっと書いていたんだけれど

も、上海文芸出版社の非常にユニークな社長が

いて、「毛君、おまえさんが日本語で苦労して

書いたって、あまり売れないだろう。中国語で

書いてみい、売ったろう」と。僕はそれにひょ

いひょいと乗ってしまって、中国語で書いたら、

これまた読まれるようになったんですね。 

そうしますと、このありのままの日本、私が

見ていた日本というのは、自分のキーワードは

“虫の眼”というものなんですが、細かく見て

いくということをずっと書き続けていた、こう

いうことになるのです。 

その中に、私の本を読んでくれた１人の青年

がいたんです。それがいまのうちの雑誌の編集

長、蘇静君です。彼は２００８年に北京の講演会

があって、私を訪ねてきたんです。彼いわく、

日本を知ることがビジネスのモデルになるの

じゃないかと。 

２つの要素がある。１つの要素というのは、

「改革開放」です。中国は９３年に著作権の国

際条約（編注：ベルヌ条約と万国著作権条約）

に入りました。それからの１０年間、数多くの

エージェントが誕生してくるのです。日本の版

権とか肖像権といったものを扱う人たちで、日

本からこの情報を欲しい、このテキスト欲しい

となったら、エージェントを選んで、金さえ払

えばそれができるようになった。これが１つ。 

もう１つが、いまの日本のリアリティーを持
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っているようなコンテンツが、中国にはたくさ

ん入っていくんですね。単に村上春樹の小説が

人気だということではなくて、例えばライフス

タイルの１つ、畳の部屋だとかですね。いま、

畳の部屋って、電動のリフトみたいなものを家

の中につくって、畳がアップ・アンド・ダウン

するような建物が売れたりしていたとかいう

ような話をよく聞きます。 

で、蘇君いわく「われわれ陣営は日本語は全

くしゃべれません」。この雑誌をつくったデザ

イナーも彼も、全く日本語を学んだこともない

んです。そこで、なんとしても、主筆として日

本に精通している人を迎えたいということだ

ったのです。 

彼が、僕のことをなぜ知ったかというと、僕

の本を読んでいて、やっぱり、私のスタイル、

ありのままの虫の眼のようなスタイルが一番

いいと。政治情勢、社会問題といったものは一

切取り扱わない。こういうことにしたのです。

では、やろうか、という話になったのです。 

漁船衝突事件を機に 

２００８年にこの話が持ち上がりました。ちょ

うどオリンピックでした。北京オリンピックの

ときに、僕は彼にこういうことを言ったんです。

「いま『知日』は出しても売れないよ」と言っ

たんです。彼もそう思ってくれた。なぜならば、

みんなフォーカスしているのがスポーツ、大変

な祭典である、最大な文化のショーである中国

ですし。それで、ずうっとこの話は温めてきた

のです。 

ついにチャンスを迎えることができたので

す。それは漁船衝突の事件だったのです。２０１

０年の、たしか秋でした（編注：２０１０年９月

７日に発生した尖閣諸島中国漁船衝突事件）。

そのときに、「いまだ急げ」ということで、ち

ょうど４カ月後、初めての雑誌が誕生したので

す。これがその誕生したときの様子です。 

表紙の案が２つ。１つがブラックのバックで、

１つは赤いバックなんですよ。われわれは赤を

選んだのですね。中国では「開門紅（カイメン

ホン）」といいまして、最初が非常にもうかる

ように、あるいはヒットできるようなことで、

で、右側（赤）にしたのです。もちろん、この

当時、奈良美智さんには、キュレーターに交渉

をして、払うべきお金を全部払っていたのです。 

妙なことで、そのときの蘇君は、個人の会社

ではなくて、最大の出版プロダクションの社員

だったのです。だから、このお金は全部その出

版プロダクションが出したお金なのです。 

そうこうしていくうちに、その年、２０１１年

は４冊発行したんです。４冊出して、彼はうま

みをわかったんです。 

さて、この４冊

はどういうことに

なっていたかと説

明しますと、創刊

号は「奈良美智」。

２番目に「制服」

ですね。この「制

服」はなぜやった

かというと、中国

は空前の制服のブ

ームが起きていた

という背景があったから、これは売れるだろう

ということで出したのです。 

次のテーマは美

術館です。その中で、

一つ、われわれがオ

リジナリティーを

持ってやったこと

があります。編集長

が大の村上春樹の

ファンなんです。中

国語で翻訳された

全巻を全部読み切
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ったという、私より多く読んでいたというので

す。別冊として「越境する文学」というものを

つくったのです。日本語そのままでタイトルが

入っています。ある鉄道沿線に、８人、スタッ

フを組んで、４人の中国人のカメラマンがカメ

ラワークをして、村上春樹さんの心象風景とい

ったようなものにしたのです。これを３冊目の

別冊としてつくった。次の号では「書籍の王国」

として、本を読む日本人のライフスタイルをと

りあげました。 

この４冊を出して、ビジネスモデルとして成

り立つということがわかったのです。そうした

ら、この若造の編集長は、次に何の行動に出た

かというと、会社をやめたいと言い出したわけ

です。「社長のために金もうけなんかしたくな

い。おれ、自分でやりたい」ということですね。

「おまえさんがやるんだったら僕が応援して

やろうじゃないか」ということで、僕は、彼の

社長のところに行って、「どうか若者の勇気を

……。手を離してやってください」と。こうし

て、彼は一気に会社をつくったのです。 

自分たちの感性を頼りに 

こうして、日本を知るということを専門的に

やろうと、『知日』という会社を彼が立ち上げ

た。そして最初の１冊はこれなんですね。猫で

す。これは僕のアイデアです。なぜ猫なのか。

僕は猫を飼っているからです。それから、「猫

の鼻を狙いなさい」と言いました。というのは、

猫の雑誌を読ん

でいますと、ほ

とんど目に焦点

をあてている。

「日本の方は目

に行くから、わ

れわれは鼻を使

おう」と。これ

がたちまち１２万

部を完売したん

です。 

それで、非常

に感動的な話があるんですね。彼と一緒にトー

クショーを上海ブックフェアでやって、そのと

きに、たくさんの読者がサインを求めてくるん

です。サインを求めてくるときに、非常に変わ

った名前なんですね。例えば、「パリ」とか、

「スペイン」とか、何かわけわからんという、

よくよく聞くと全部猫の名前なんです。その猫

のために「サインしてください」という読者が

来るんです。あ、そうだと思ったんですね。も

う１つ、われわれは気がついたのです。これは

日本の猫だからこそ売れたのです。台湾の猫、

韓国の猫は多分だめだと思う。理由はよくわか

らない。これこそ日本のスマートパワーだった

かもしれません。 

なぜこのアイデアがうまれたか。それは思い

つきです。われわれは、例えば、テーマを、会

議を開いて検討するということはほとんどし

ない。単なるそのときのインスピレーションで

した。 

この次をみてください。これが江ノ電なので

す。江ノ電のおもちゃです。編集長の蘇君とデ

ザイナーと３人で江ノ島に行ったんです。そし

たら、このおもちゃが売っていたんですね。た

しか８６０円でした。それで、買ってきて、彼は

電車に乗ったときに手のひらでずうっともて

あそんでいて、

「これ、おもし

ろいね」と言っ

て、「そうだ、

表紙にしよう」

と、こういうふ

うになっちゃ

ったんです。会

議なんかはし

ません。しかし、

これまた売れ

るんですよ。 

なぜこういうふうになったか。去年でしたか、

鉄道関係者の人たちと話をしていたら、彼らも

非常に驚いて、中国では、こういうものはやっ

ぱり日本から来たということで売れるんじゃ

ないかと。私もよくわからない。もしかしたら

この表紙の装丁の色が鮮やかで、よかったかも

わかりません。 

ともかく、われわれが自分の感性に１００％任
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せていく。あまり真剣に身を引き締めて、あた

かも大変なことを起こそうとするような、そう

いうことはせずに、まあまあいいじゃない、こ

れはしょせん遊びじゃない、という軽いタッチ

で描いてきた日本、これが困ったことにヒット

するんです。これは、いまの若者たちがそうい

う精神状態なのかもしれません。 

「妖怪いいね」「やりましょう」 

これは本来、例えば僕がやはり日本の各都道

府県に行ってきた経験があったからこそ、日本

のライフスタイルといったようなものをよく

理解ができて、それに共感をしてくれた若手の

編集長、それから若手の編集者たち、彼らは、

非常にディテールを求めていくわけですね。大

きな話ではない。こういうことになっていくの

です。 

その次の号は

明治の１００年を

扱いました。表

紙はうちのデザ

イナーの手描き

のものです。こ

の雑誌もよく売

れまして、この

売れた理由は、

歴史を取り扱う

ようなものには、

普通なら学術的

なことをいっぱ

い入れていかないといけない。しかし、われわ

れは人間の服装、お茶のたて方、下駄といった

ようなところまで持っていくんです。社会的な、

そういうコアなコンテンツをしない、こういう

ことなんです。 

最近、「相撲」という特集を組もうとしてい

ます。相撲を組むときに、何をやるかというと

土俵です。相撲の力士、もちろんそういう人た

ちが入るんだけれども、メインではありません。

土俵そのものです。何もなかったところにやが

て土俵がつくり上げられていく。穴を１つ四角

にあけて、白い紙を立てて、神事を行います。

これが知日の一歩です。非常に儀式があって、

慎ましい、そういうのが美しいと思っているん

です。 

これは妖怪を扱

った号です。この

妖怪がなぜできた

か。これはまた編

集長とのエピソー

ドなんです。彼と

一緒に島根県に行

ったんですね。島

根県の潜戸という

場所で、どうやら

松本清張さんが書いた推理小説、殺人事件が起

きた洞窟があったのです。船に乗っていくんで

すね。その中に、子どもが死んだ後に霊を慰め

るための石ころがたくさんあるというんです

ね。そこに行ったんです。夏でして、彼は怖い

怖いと言って。それで、夜は温泉に浸っていて、

２人で雑談しながら、「妖怪はいいねえ」「よ

っしゃ、わかりました、妖怪の特集を組みまし

ょう」と、それで決まりです。 

その場の雰囲気をくみ取っていって、その場

の色を鮮やかに、その場の感性をできるだけ残

していく。それから、実行力そのものでやる。 

私が、この業界で日本のたくさんの出版社の

編集者たち、それから雑誌の編集者たちと会っ

たりするんですが、なかなかこういう感性とい

うか、すぐ実行ということはまずあり得ないよ

うな気がするんです。もしかしたら、これは非

常に新鮮だったかもしれません、日本の全てが。

しかし、これを理解する中国人の読者層がいる

んですね。われわれの雑誌は１８歳から３５歳を

ターゲットにし

て、文字の大き

さが非常に小さ

いのです。非常

に不謹慎ですが、

年寄りは勘弁し

てくださいみた

いな、そういう

ことになってい

くんですが。要

は、洪水のよう
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な情報量を提供していく。それから、臨場感が

あふれるようなキャプチャー、そういったもの

をやっていくんですよ。 

これが「森女（森ガール）」。これはエージ

ェントを通してこのタレントの写真を入手し

たんですが、日本ではいま、一時ほどははやっ

てはないようですが、中国では最近、ファッシ

ョンにして山登りする女の子がたくさんいる

ので、そういうニーズがあるだろうと。これは

僕の発想でも、編集長の発想でもない、若手の

女性の編集者の発想だったのです。彼女が好き

だったからです。「あなたが好きだったら、じ

ゃ組んでやっていきましょう」と言って、すぐ

実行することができたのです。 

政治力が文化力を超えることはない 

こうして、テーマの１つずつを、本当にイン

ディビジュアルとして、個人の好みといったも

のを最大限に――いわゆる「ゼロ距離」という

言葉があって、日本語で「等身大」と言うんで

すけれども――日本となるべくゼロ距離で持

たせていく。いまの中国の若者のそういうノウ

ハウ、そういう感性を大切にしようというやり

方で進んできたのです。 

これは「ＺＥＮ

（禅）」です。座

禅の禅。これは、

単なる筆文字で

やっていたんで

すけれども、これ

はエピソードが

あるんです。配付

資料の中に出て

きますが、土生川

正賢さんという

高野山の無量光院の住職がいます。彼と僕が非

常に不思議な縁があるのです。私が日本語を全

くしゃべらずに北京大学に行っていたときに、

たまたま万里の長城で、短期留学生としてやっ

てきた日本人のツアーと会いました。その中に

彼がいたんですね。たまたま出会って、どうい

うわけか、そのときにわれわれは貧乏学生だっ

たものですから、何かえらいごちそうになって

いたときに、こういう会話をしたのを二人とも

記憶をしていたのです。彼は「将来、僧侶にな

る」と言いました。私は「将来、大学の教授に

なる」と言ったんですね。 

そして、以来２５年ぶりに、取材班４人ぐら

いが高野山の彼のところに本当に泊まりに行

ったんです。そのときに、非常に感慨深くて、

２５年ほど前、われわれがお互いに冗談ぽく言

っていたことが実現したということなんです。 

それで、別れるときに「じゃ、さようなら」

と言ったときに、彼は突然手を合わせて、「空

海大師がわれわれをここの場で引き合わせて

くれたことに感謝申しあげる」と言った。その

ことに、うちの編集長が、いたく感動したと言

うんですね。やっぱり時間というものをともに

して、日常の中に、ああいうふうに何げなく告

げてきた彼の優しい顔。その一瞬、「これだ」

ということになったんです。そして、このすば

らしい記事をうちの記者さんが書いたのです。 

これこそ、僕にとっては日本と中国が出会っ

た瞬間でもあるのです。もちろん、いま現在、

政治情勢が厳しい、日中関係は最悪の状態が続

いています。ポリティックス的には非常に悪く

はなっていった。しかし、それは文化の一部に

すぎないと思うんです。文化とは非常に大きく

て、あたかも屋根のようなものです。その屋根

の下に、政治があったり、経済があったり、外

交があったり、軍事があったりするんです。決

して政治力といったようなものは、文化力を超

えるようなことはできないと僕らは思ってい

ます。 

われわれはその文化に対して、追求、アプロ

ーチをしようと考えているということです。こ

れは、日本の取材の

とき、僕らにとって

は一番の思い出にな

りました。 

さて、この号は犬

なんですね。これは

ちょっと失敗作でし

て、猫が売れたから、

犬はどうだ、という
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話になったんです。もともともっときれいな盲

導犬の表紙があったんだけど、編集部で議論に

なって、猫のときは鼻だけだったから、今度は

人を入れたほうがいいんじゃないかと。これは

ちょっと不評だったんですね。 

まあ、犬もそうなんだけれども、こういった

日常の中のお話というようなものをわれわれ

が考える場合、決してかた苦しい会話は一度も

ありません。何かそこら辺の冗談ぽく言ってい

た連中の話とか、そういう話だったんですね。 

これは、ちょっと細かいですが、紙面です。

小さいですが、大体のレイアウトというか、配

置図のようなものがわかってもらえばと思っ

て用意しました。 

この紙面のレイアウトは、馬仕睿さんという

デザイナーがやっています。彼は蘇編集長と一

緒で、日本語を全くしゃべれないんです。『知

日』を立ち上げる前は、一度も日本を訪れたこ

とはない。しかし、彼の知識の背景には、実際

は中国で大変有名なデザイナーがいます。呂さ

ん、呂敬人という方がいらっしゃいます。この

方が「改革開放」後、多分初めて、デザイナー

として講談社に２年あまり研修に行ったんで

すね。彼は非常に日本のデザインに精通してい

る。この人の教え子がわれわれのデザイナーの

馬さんなんです。だから、彼は、もう頭から、

いかにも日本の雰囲気を出すということがで

きるんです。 

この紙面としてのスタイルというのが、いま

だに変わっていません。例えば、村上春樹の心

象風景の写真。白黒です。これはデジカメじゃ

なくて、ライカで、フィルムで、そういうプロ

の人が専門に撮ってくる。で、われわれがその

想定をしたのです。いわゆる少年時代への思い

といったようなものをどのようにして撮れる

か、というようなことを工夫してやっていたん

ですね。 

こういう個人的な、時には私がそう思ってい

る、時には編集長がそう思っている、時には若

い女性編集者がそう思っている、という一個人

の思いを、雑誌に持っていく力といったような

ものがこの編集部にはあるんです。 

「漫画を読まない人生はくだらない」 

これは、一

番ヒットした

漫画特集号で

す。普通なら

大体２００ペー

ジなのですが、

この号は３００

ページ以上な

んですね。こ

れがばか売れ

で、５０万部以

上売れたとき

に、本屋さん

に立てたポッ

プです。キャッチコピーが非常におもしろいん

です。夜遅くまで、布団の中で漫画を読まない

ような人生はくだらない、そのような人が人生

を語るなと。 

どういうことかというと、漫画という、これ

は実際メタファーがありまして、例えば反日デ

モをボーンとやっていて、日本の漫画なんか読

むなんて、叱られるんですね。何か嫌みを言わ

れるという。だから、布団の中で読めという話

なんですね。こういうことが知日だ、こうなっ

たんですね。 

だから「太喜欢漫画了」、もう漫画が死ぬほ

ど好きだ、あまりにも好きだ、それだけの話に

持っていったんです。 

われわれが想定したのは、もちろん漫画の中

身は掲載できないんだけど、出版社、編集者、
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漫画家の紹介、といったようなもので、この雑

誌を、立体的に、あたかも辞書のようなつくり

方をしたい、ということです。 

ネット公開動画でひきつけて本へ 

次は、シリーズで、これは雑誌とは関係がな

いんです。５２冊のシリーズで、いま４冊出し

ているんです。 

われわれが考えたのは、まず、中国の若者向

けに、動く映像、動画でひきつける。これは金

もうけではなくて、要は、ひきつけることです。

で、中国人が日本の奥地にいて、日本をどう考

えているかというようなことを、まずインター

ネットで動画配信をするんですね。これは、い

ま５００万アクセス以上あったんだけど、それを

毎週１０分程度でリリースをする。で、そうい

う人たちがしゃべった内容を、今度は本にする

んです。これを５２冊出すという企画で、いま、

４冊まで出している。中国人として、中国の若

者として、日本の文化、日本のライフスタイル

を最強に理解しようということになります。 

では、その動画をひとつお見せします。 

（動画上映） 

いかがでしょうか。 

太陽いっぱいの日本の若者の笑顔。それから、

われわれは政治云々というのを取り扱いませ

んから、ライフスタイル。たとえば、ホームレ

ス支援のＮＧＯの人たち、そういったことを、

取材班が日本に来て、ゼロ距離で取材する。最

後に出てきたアキバの女の子は中国人です。そ

ういう日本の奥地に行ったわれわれ中国の若

者がどのように日本をみているのかというよ

うなことの映像をまず先行して、それから本が

ついていくというやり方です。 

最新号は、まだ私のもとには届いていないん

ですが、きのう発売になっていて、「燃える（フ

ァイアー）」というタイトルです。これはどの

ような組み合わせをするかというと、甲子園の

高校野球と、ハルウララですね。例の地方競馬

で一度も勝ったことがない馬と甲子園の野球、

そういう組み合わせです。そして、次号は武士

道です。 

このように、次々とテーマに取りかかってい

くということにしております。 

文化というのは、非常に多岐にわたったもの

があるのです。読者から「『知日』としてどこ

までやれるか、ネタは尽きることがあるんです

か」という問い合わせもありますが、それはあ

り得ません。いろんなものができていくんです。 

このように、若者の感性を持って、われわれ

はやっていくということにしています。 

これは、いま皆さんに紹介した３人です。真

ん中はおっさん１人で、２人は若者で、右側は、

これはデザイナーです。左側は蘇君です。 

それから、もう１つの映像をみせます。２０１

３年１０月に、毎日放送の密着取材を受けたので

す。「毛先生がゆく－『知日』と「反日」のは

ざまで」という番組で、その予告編をごらんく

ださい。 

（動画上映） 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

ナレーター 去年秋、中国全土で起きた反日

デモ。しかし、その同じ時期に、中国では日本

の文化を専門に紹介する雑誌『知日』が売上１
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位を記録していました。『知日』の主筆は、在

日中国人作家の毛丹青さんです。 

毛 反日デモがあれだけ起きていた結果、

『知日』みたいな動きがそこで生まれてきたと

いうか、つくり出されていったかもしれません。 

ナレーター この夏、毛さんは中国に一時帰

国しました。上海ブックフェアでは、雑誌『知

日』のＰＲのため、講演とサイン会を行いまし

た。中国の反日ムードはどこに行ったのかとい

うぐらいの盛況、人気ぶりです。 

毛 この『知日』という動きというか、いま

は小さいかもわかりませんが、これからどんど

ん大きくなっていくというのは、この上海ブッ

クフェアを通して、そういうパワーを感じるん

ですね。 

ナレーター 北京では、古い友人で、ノーベ

ル賞作家の莫言（バクゲン）さんとも会いました。 

莫言 毛先生のような人がもっとふえてほ

しいし、だんだん多くなってほしいと思います。

両国間の関係を和らげ、よい作用をもたらすと

思います。 

ナレーター 日中関係が冷え込む中、ありの

ままの日本の姿を中国に伝えようとする作家、

毛さんの日々を追いました。」 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

反日がなければ『知日』はなかった 

いまの話にもありましたように、こういう言

い方は正しいかどうかちょっとわかりません

けれども、もし反日デモあるいは反日という動

きがなかったとしたら、『知日』は生まれてこ

なかったのではないか。非常に不謹慎ですが、

反日デモはやればやるほど、われわれの『知日』

が売れると思います。そういう逆の現象といえ

るようなものが中国にはあるのです。立体的に

みなければなりません。物事は一面、これだけ

だというようなことは決してないのです。 

もしかしたら、日中関係が一番よかった時期、

おそらく８０年代ですね、３，０００人の日本の若

者が中国に行って、７０年代、８０年代、非常に

よかった。その時代には、『知日』はありませ

んでした。日本を知るという若者の動きはあり

ませんでした。なぜでしょうか。反日デモがこ

れだけ起きていたときに、ひそかにこういうこ

とがあったのです。 

いま、この番組でも言いましたけれども、ち

ょうど一番ひどかった時期に、われわれの鉄道

特集というのが、瞬間的にアマゾン中国のネッ

トショップの１位に輝いたという記録がある

のです。外で日本を罵倒する一方で、家に戻っ

たら布団の中で、多分漫画をひそかに読んでい

る、こういう現象、これこそ中国だということ

だと思うのです。 

それからもう１つ、私としましては、何とし

ても日本と中国は仲よくしようじゃないかと

いうのは、もちろん非常に小さな努力ですけれ

ども、だけど、全力で持っていきたい、僕はそ

う思っているんです。 

ここまでの『知日』の、私の予想をはるかに

超えたような発展ぶりに対して、僕は非常に満

足をしています。だけど、ここだけではとまら

ずに、もう１つ、２つを、最も厳しい日中関係

の中で視点を変えてみようじゃないかという

ことで、１冊の本を来月発売します。たしか６

月１９日、文藝春秋社から出ます。この本に焦

点を当ててお話をさせていただきます。 

最初は、この本の成り立ちについて、どうい

うものだったのかというようなことを書かせ

てもらったんです。ここで、僕、読み上げてい

きますので、お聞きください。 

「本書の成り立ちについて。 

北京サッカーアジアカップ決勝戦を発端に

して、反日暴動が起きたのは２００４年８月のこ

とです。その４カ月後のクリスマスに、美しい

関西学院大学のキャンパスで、ある日本人の青

年と中国からの女子留学生が出会いました。笑

顔が愛くるしい、利発そうなその女性は、詹松

恵といい、愛称は「恵恵（フィーフィー）」と

言いました。スポーツマンタイプの引き締まっ

た体をした日本人の青年は、岡崎健太君、高校

の教員をしていました。２人はキャンパスに集

う大勢の中から、お互いをみつけ出し、そして

恋に落ちます。 

フィーフィーが、自身の乳癌に気づいたのは、
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約８年に及ぶ日本留学から帰国し、北京の日本

企業での就職も決まり、半年後に健太君との結

婚を控えていた２００５年のことでした。就職、

結婚、日本で学んだことを生かして日中交流に

役に立つことをしたいという夢、２８歳のフィ

ーフィーは目の前が真っ暗になります。 

その可能性を電話で告げた翌日、健太はこれ

まで一度も訪れたことのなかった北京に、たっ

た１人で、文字どおり飛んできます。その日か

ら、２人のつらく、苦しく、けれど明るく、楽

しい日々が始まりました。 

フィーフィーは残念ながら２０１１年６月にこ

の世を去りました。フィーフィーは私のいとこ

でした。 

私は、北京に生まれ、日本に２５歳のときに

留学し、以来２つの国を愛しながら、互いの理

解がどのようにしたら図れるか、ずっと考えて

きました。『知日』という雑誌を中国で創刊し、

日本のことを紹介するのもその活動の１つで

した。 

しかし、あるとき、気がついたのです。フィ

ーフィーと健太の物語を日中両国の人々に紹

介することで、その一助となることはできない

かと。 

残された母の付楠は娘の思い出を手記にま

とめて、「天国からあなたのことを祝福しま

す」として、２０１３年５月に中国で出版をしまし

た。それに刺激を受けた健太君もまた自分で手

記をしたためました。この『恵恵（フィーフィ

ー）日中の海を越えた愛』。その２人の手記を

編集し、１つにまとめ、残された幾つかのフィ

ーフィーの文章とともに１冊の本に編んだも

のです。 

２人が出会って、激しく生きた７年間は、２

００４年の反日暴動に始まり、２００５年の北京、

上海での反日デモ、尖閣諸島をめぐる衝突など、

日中間の対立の最も厳しかった７年間でもあ

りました。そうした中、２人は、そして２つの

家族は習慣や文化の違いを超え、ときに激しく

議論しながらも、互いをいたわりながら、互い

の幸せのために生きました。 

本文の母親の手記にもありますが、苦難を乗

り越え、よりよく生きようとした２人の姿は中

国の人々に大きな感動を与えました。この日本

語版が、少しでも日本の人々に互いの理解を考

えるきっかけになってくれることが、日本を愛

し、健太を愛したフィーフィーの遺志でもある

と考えています。 

神戸国際大学教授・毛丹青」 

もう少し、これは私の家族の悲しい話ですけ

れども、私は一人っ子でして、最愛のいとこを

亡くしたのは非常に大きな悲しみ、しかし、そ

れを家族、耐えて耐えて、私がいとこの母親を

説得して、「あなたが体験したことをどうか書

いてください」ということをプロデュースし、

昨年の５月、中国で出版をしました。それに刺

激を受けたのは、この健太君という日本人青年

でした。彼にも「書いてくれ」というようなこ

とで、書いてくれました。 

このようなお話は、大きな歴史の中では、も

しかしたら誰もみようとしないかもしれませ

ん。しかし、北京のあの青い空の下で２人、た

くましく生きていました。そのことは、ぜひと

も考えてほしい。日中関係、最も厳しい、最悪

の状態の中で、しかし、美しい純愛物語が、す

ぐそこにあったのです。 

これは、『知日』を最初に思いついたときと

同じようなパッションといったようなものを

僕は感じたのです。もちろん、この悲しみを乗

り越えて、それを広くこの世に知ってもらうと

いうようなことで、ぜひともこの日中関係が悪

い中、こういった話をみてもらいたいのです。 

フィーフィーを亡くしたんです。悲しいです。

しかし、これを乗り越えなければならない、全

ては私が２つの国を愛しているから、こういっ

た話をぜひとも皆さんに聞いてほしいという

ことであります。 

健太君は、いまなお北京に住み続けています。

日本に戻ってきていません。 

以上、ご清聴ありがとうございました。（拍

手） 
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＜質疑応答＞ 

司会 非常に刺激的なお話と感動的なお話、

本当にありがとうございました。日本で、同じ

鏡の裏のようなことはなかなかできないのか

なというふうなことを考えながら聞いており

ました。では、質疑応答に移りたいと思います。

まず司会者から質問をさせていただきます。 

政治には触れないということではありまし

たが、先ほどの本の紹介のビデオをみています

と、天皇制であるとか、日本は軍国主義になる

ような可能性はない、というような若者の言葉

とかが紹介されていましたけれども、ああいう

ものは政治ではないという扱いで、中国の出版

業界は大丈夫なんでしょうか。 

もう１つ、そういう『知日』が売れていると、

中国で、例えば二匹目のドジョウといいますが、

似たようなコンセプトで同じようなことをや

ろうというようなライバルは出てきていない

のでしょうか。 

１７歳の編集長 

毛 １つ目は、もちろん政治問題を避けたい

と言いながらも、やっぱり触れないといけない

という実情があるんですね。しかし、あったと

しても、何げなく、こういう街頭インタビュー

みたいな形で。ちゃんと座ってシンポジウムと

いうような、そういう真面目な話はしないとい

うことです。これが１つ。 

もう１つが、これは中国の出版事情を説明し

ないと、多分仕組みがわかりにくいかと思いま

す。中国は、出版というのは、国営出版社で、

出版のためのコードが要るのです。その本のコ

ードが。これがないと、違法印刷物になるんで

す。つかまるかもわかりません。 

しかし、本当の中国の出版社が出した本が売

れるかというと、そうではない。そのことで、

出版プロダクションと、全く民間の会社が乱立

をしてしまった。なぜならば、彼らは売れる本

をつくれるんです。そこで、中国の国営の出版

社から、このコードをお金で買うのです。買い

取るんです。だから、中国の出版社は――言う

たらいけないけれども――あんないい話はな

いと思うんです。何もせずに番号を売っただけ

で金もうけになるから。そういうことなんです。 

だから、うちもそうなんです。大手出版社で

すけれども、ちゃんと検閲する。この雑誌がど

ういうことを言っているか、みるんです。だか

ら、じろじろみられるようなコンテンツを僕ら

はつくっていませんから、政治問題から離れて、

こういったことになるんです。これは一つの中

国の出版の事情になるんですね。 

いま先生がおっしゃったように、同じような

コンセプトのものはあるんです。日本について

の雑誌。しかし、われわれのライバルではなく

て、子どもみたいなものです。『知日』チルド

レンみたいなものが出てきているんです。中に、

きょう持ってきていないのですが、雑誌で『雲

爆弾（クモバクダン）』という、日本語そのま

まのタイトルのものがあるんです。この編集長

は、１７歳の高校生なんです。 

北京で、うちの編集長とトークショーをやっ

ていたときに、彼女が訪ねてきて、『知日』は

われわれにとってはバイブルだと。そして、雑

誌を立ち上げたのです。日本文化が好きで。わ

ずか１７歳の高校生ですよ。そういう人たちが

いるんです。 

なぜそういう魅力があるかというと、ビジネ

スモデルとしては成り立っている、なおかつ好

まれるということにもなるので、これはいまの

現状そのものです。 

司会 ありがとうございました。「雲爆弾」

というのは、空の雲と爆弾で……。 

毛 そうです。 

司会 何かそれは意味があるんですか。 

毛 単に、発音がきれいだから、と言ってい

ました。 

司会 ありがとうございます。 

 

質問 非常に貴重なお話をありがとうござ

いました。先ほどおっしゃいました、ありのま

まの姿を虫の目でみるという、『知日』の姿が

中国の方々に日本を正しく理解してもらう有

効なすべになるというふうに願っております。 
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われわれが中国の一般の方と接すると、広い

心、度量の大きさを非常に感じられることは

多々あるんですが、一方で、対中国共産党、こ

の組織にわれわれが取材等で立ち向かうと、一

般の方々とのギャップに戸惑いを覚えます。 

間もなく６月４日、天安門事件から２５年を

迎えます。人権活動家の方々や改革派の記者が

徹底的に拘束されています。一般の方々の広い

心と、中国共産党という組織、われわれは戸惑

い、このギャップをどう埋め合わせていけばい

いのか、毛先生はどのようにお考えでしょうか。 

社会システムはタンスのようなもの 

毛 そうですね、６・４が間もなくですね。

個人的な経験なんだけど、８９年、天安門事件

があったときには、僕は留学生として日本にい

ました。衝撃を受けました。私がいま、なぜこ

のようなスタイルになったかというと、この事

件の影響もあったんです。僕は逃げ上手ですか

ら、あれはあまりにも憤りがあって、一生、政

治云々というものにさわらないようにしたん

です。それよりは金もうけをしようという話だ

ったのです。 

もちろんそうなんですが、もう１つ、いまの

ご質問に答えるために、例えば、編集長は湖南

省の人なんです。湖南省というのは、皆さんも

知っているように、日本軍と激しく戦っていた

地域でもありました。彼は以前、日本に対して、

好きというようなことではなかったんです。彼

は本人がそういうことを言ったんです。編集長

の最初の言葉で書いてあるのです。 

しかし、変わってきたのは、こういうことな

んです。彼は湖南省から北京に入ってきて、大

学に行ったんです。行ったときに、もちろん当

局の――彼は外の人間ですから、北京の戸籍を

獲得するためには非常に苦労もしなければな

らない。それから、いろんな公平ではないよう

な行為を受けるんです。しかし、それを逃がす

方法とは何かというと、たまってきた不満とい

ったものを別のところに持っていくことを、彼

はわかったのです。 

もちろん、いま中国は言論を制御する社会で

すから、それは言うまでもないんですが、しか

し、いまおっしゃるように、片一方で心を広く、

反日デモがあったとして、日本のいい文化を取

り入れようとすることと、それから内政的に制

御されても反動できないというのは、多分これ

は別の話ではないかと僕は考えているんです。 

社会のシステムは、あたかも１つのタンスの

ようなものなのです。タンスというのは、引き

出しがいっぱいあるんです。最上階の引き出し、

これが政治だとすれば、２番目が経済、それか

ら３番目は外交、何番、何番と文学も全部入っ

ていて、それを最上階の引き出しの中の話と、

３番目の引き出しの話を比較するというのは、

そもそも立ち位置が違っていたというような

ことがあると思うのです。 

もう１つが、僕が考えたのは、人間は時間が

限られていますので、１つだけを潜ってやらな

ければならないんです。僕が好きな言葉は、わ

れわれは潜り屋さんですから、表舞台にあまり

出ないようにする。深く、細長く、あたかも牛

のよだれみたいなもので、延々と流れていくと

いうようなやり方で、バンとやるんじゃなくて、

細長くやっていくというのがわれわれのいま

のやり方なんです。 

僕の答えは参考になるかどうか、ちょっとわ

かりませんが、ありがとうございました。 

 

質問 私は中国の留学生です。貴重なお話を

いただいて、まことにありがとうございました。

私は、実は『知日』の愛読者で、日本に留学す

る前に、発行されている全ての『知日』を持っ

ております。 

毛 拍手を送りたい。ありがとうございまし

た。（拍手） 

質問 まさに毛先生にお会いすることがで

きるなんて、本当にうれしく存じております。 

先日「微博」（編注：中国版のツイッター）

の、『知日』オフィシャルアカウントが、もう

ことしの年末までの全てのテーマが決まって

いるという投稿をたまたまたみました。そこで

質問ですが、テーマをお選びになるときは、や

はり感性で選ぶというか、あるいは何かの基準
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を持って選択していらっしゃるのか。 

もう１つは、われわれ中国から来て日本で勉

強している留学生の力で、日中関係の改善に対

して何かできるのか、どう考えていらっしゃる

のか。それに、個人としてなんですけれども、

『知日』のために、私のささやかな力で何か役

に立つことができれば幸いと存じます。ありが

とうございます。 

 

毛 ありがとうございました。こういう若者

の――非常にありがたく思っております。 

トピックス、テーマですね。基本的に遊びな

がら決めていくという方針は変わりません。生

真面目に考えるということは一切ないです。 

これは、やはりクリエーティブというのは、

時には異端児にならないとだめだと思うんで

す。伝統的な考え方ではいけない。これが１つ。 

もう１つが、実にいまの質問に、アドバイス

につながっていくんですけれども、せっかく日

本にいますから、教室にも行かなければいけな

いんだけど、どんどん外に行ったほうがいいと

思うんですね。 

私の学生（神戸国際大学）の中にはたくさん

の留学生がいて、８人の中国からの女性留学生

に、神社の巫女さんとしてアルバイトで働いて

もらったんです。西宮神社（編注：「えびす神

社」の総本社）という神社でアルバイトをして、

非常に評判だったんです。 

なぜ評判になったかというと、こういう話が

あった。１人の子は非常にスタイルがよくて、

もう１人の子は、かわいらしく顔が丸くて、そ

れがえびす神社で、福笹を売っているわけです。

そこへたくさんのお参りの人たちが来るんで

す。そしたら、なぜかかわいらしい子のところ

に長い列ができる。スタイルがいい子は、ちょ

っと寂しく、列があまり長くはなかったんです。

そこで、神社の宮司さんに聞いたら、笑って「だ

って、簡単だもの、福をもらえるから」と言い

ましたよ。顔は丸いほうがいいと思っているん

ですね、えびすというのは。だから、そこで皆

さんが並んでいるんです。そもそもこの発想が

中国にあったんです。だから、スタイルのいい

子が、それでやっと納得をしたといいます。 

この学生は後に中国で銀行員になったんで

すけれども、面接のときに「あなたは日本の留

学で何を学んだか」と質問され、彼女は延々と

この巫女アルバイトの体験の話をしたんです。

採用されました。 

このように体験というか、歩きながら日本を

理解していくようなことをぜひしてほしい。 

 

質問 大変興味深いお話をありがとうござ

いました。単なる感想なんですけれども、例え

ば日本で『知日』の日本語版ができたらおもし

ろいかなと思う反面、日本の人たちに中国の一

般社会、ライフスタイルを、中国のことを伝え

る、そういうものがあればおもしろいかなと。 

私は日経にいたものですから、ビジネスのこ

とをお聞きしたいんですけれども、それぞれい

ま漫画特集、コミックのときはすごく売れたと

いうことなんですけれども、だいたい何万部ぐ

らい売れているのか。 

それから、編集長、デザイナーのお話をうか

がいましたけれども、何人ぐらいのスタッフが

やられているのか。それから、年商はどのくら

いあるのか、といったことをおうかがいしたい。 

それから、さっき出版社のコードをもらうと

いう話がありましたけれども、これは売上がも

のすごくふえると、またそれに比例して納付金

というのはふえるんでしょうか。 

広告を入れず実売だけで 

毛 非常にビジネスの話で生々しいかもし

れませんけれども、ずばり言いますが、いまは

編集長をヘッドにして、それからデザイナー、

事務所を構えてやっているんだけれども、編集

部員が総勢６人です。それから、実習生と言い

まして、大学卒業間近の人たちが、そういうの

は入れかわったりするのはあります。 

それで、いま平均で、初刷りが５万部以上な

んです。いまインターネットで先行予約という

やり方がありますので、それをみきわめて（発

行部数を）決めていくというやり方です。 
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いままで、僕は経営には携わっていませんの

で、編集長がやっていて、これは１冊３５元で

すから、日本円で約５５０円かな。大体この手の

雑誌というのは、広告を入れて２０元なんです。

しかし、われわれは広告を一切入れないんです。

これは非常に大きいです。 

なぜならば、広告が入ることによって、ブラ

ンドが低下します。特に、日系企業の広告云々

というのは要らない。確実に実売で売っていく

だけでも成り立つというような自信がわれわ

れにはあるということなんです。 

もう１つの本のコードですが、これは売り方

がいろいろあります。例えば、この本は売れそ

うだとすれば、中国の国営の出版社がずる賢く

パーセンテージで言ってくるんです、１冊何％

と。あまり売れないやつだったら、一括払いで、

あとは知らんと。いろいろやり方が違うんです。 

それからもう１つが、いま現在、出版業界と

いうのは、多分日本では考えられないことで、

歩合制で実行しているんです。例えば、本１冊

を担当の編集者がいたとしたら、著者と、この

本に対してのパーセンテージを持っていくん

です。例えば、この本の印税が１０％だとする

と担当の編集者は１％に持っていく。この編集

者がメディアやら何やら、最後までやっていく。

年間でやっていったら、何と社長より稼いだ人

がいるくらいです。で、日本より資本主義です。

日本でそんなことをやっていたら、大手出版社

だったら、組合は絶対文句を言ってくるよ。 

だから、ああいうやり方が、例えばこの記事

が読まれていて、この記事に対して、何かがあ

ったときには、奨励金として編集部員にお金を

払うわけです。 

例えば、われわれが日本の特集を組んだんで

す。あれは西宮の「白鷹」か「白鹿」か何かで

やっていて、雑誌によって、関空に酒が置いて

あるんですが、それが売れるようになったとい

う報告があったんです。そしたら、こちらにア

プローチがかかってきたんです、もっと宣伝し

てくれというような話で。「宣伝なんかはしま

せんけれども、酒だけ下さい」と言ったら、い

っぱい送られてきたんです。それは奨励品とし

て担当編集者に上げました。そういう話はある

んです。非常に生き生きした経済の現場のその

ような雰囲気でした。 

売上は、ごめんなさい、僕は計算していない

ので、大体１０万部だとすれば、計算していた

だいて……。 

なお、いま月刊誌です。去年の５月か６月か

ら月刊誌になりました。 

 

質問 お話をありがとうございました。杜

（モリ）と申しますが、私は本当は木偏に土と

書いて「トウ」と読みまして、小学校のときに

日本に来日しました。そのまま日本で就職をし

て記者をしています。うかがいたいのは２つあ

りまして、１つは、なぜ、この２０１１年の尖閣

の漁船の話は当然ありますけれども、日本と中

国でこれほどまでにお互いがお互いを快く思

わないような状況になっているのか。その原因

というか、背景をどのようにみていらっしゃる

のかということ。 

もう１つ、日本国内でも、これは中国に限ら

ず、ですけれども、韓国あるいはほかのアジア

に対して、ヘイトスピーチだったりとかという

のがここ１～２年でものすごい勢いになって

いる。これをいかに打破して、よりよい関係を

つくることができるのか、ということをどうみ

ているのかというところを。 

ライフスタイルに徹する 

毛 漁船衝突があって、その理由というのは

政治家たちに任せればいいんですけれども、わ

れわれは現象として捉えていたんですね。起き

たときに、現場で何が起きたかというようなこ

とで、例えばデモ隊が行進して日本大使館の外

にいて、笑いながら、あたかもピクニックを過

ごしていたかのような話をよく聞きます。 

僕は教職ですから、基本的に日本にいるんで

すけれども、絶えず中国のわれわれのスタッフ

と連絡を取り合いながらしているんです。 

非常におもしろいのは、旗を掲げて、実際は

日本の漫画について話をしているとか、という

現象があるんですね。いち早く現場にいたわれ
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われの編集者たちは、そこに１つの市場がみえ

てくるんです。そこのシフトというのはすばら

しいものだと思うんですね。あたかもイデオロ

ギーにおいて起きていたような全てが、今度お

金になって目に映ってくるという、そういうす

さまじい、どこからそういう商魂が出てきたか、

僕は読めないまま、あ、なるほどと思っている

のです。 

いま日本ではヘイトスピーチみたいなもの

が起きてしまうんですけれども、しかし、これ

は一部だけだと思っているんです。基本的にわ

れわれは、ライフスタイルに徹するんです。先

ほどの動画のように、ライフスタイル－教育、

ホームレス、アキバ、そういったものに対して、

生活の中に一緒に感じとることができるよう

な現場を提供していく。 

僕の言葉ですが、われわれは思想を提供しま

せん。考え方、「私はこう思った」ということ

は提供しない。その現場をありのままに持って

いく。私がみたものをできるだけ復元して、で

きるだけ元に戻してみせようじゃないか、とい

うようなことに徹するんです。 

さっきの質問にありましたが、例えば日本で、

果たして中国のライフスタイルをネタにして

雑誌をつくれるかというと、つくれないんです。

まず、売れないんです。売れない。このギャッ

プを僕は非常に不思議に思っているんです。 

中国で日本を紹介することでビジネスモデ

ルとして立派にできているのに、一方で日本は

全くできていない。日本でできたのは『三国志』

『水滸伝』『論語』とか。昔の話です。孔子と

か、もう死んで何千年ぐらいの人。 

片一方で、こっちが生き生きとして、あたか

もいまの日本の皆さんと同じ空気を吸ってい

るという新鮮さというのがあるんですね。われ

われの動きは野生です。人工ではありません。

野生とは何かというと、太陽と水があれば生命

が生まれてくるのです。太陽とは何かというと、

いまの時代です。水とは何かというと、われわ

れのマーケットです。だから、これがフィット

してできたのが『知日』そのものである。 

しかし、日本サイドからみた中国は、遠い昔

から変わっていない。なぜ中国の、いま日本の

若者によって、金もうけ――編集長、すごい金

もうかっているから、僕はあまり言わないんだ

けど――ああいうのができたらいいのに、やる

人、まずいない。そういう気迫がない。 

いま中国では、１７歳の高校生が『雲爆弾』

という雑誌をつくった。１７歳の日本の高校生

がＡＫＢを追いかけているみたいな、こういう

ミスマッチというか、なぜなのか、僕はこれは

読めない。もし答えがあるとするならば、１つ、

日本文化の強さだったかもわかりません。これ

は認めなければなりません。 

日本の方は、もしかしたらこのことに気づか

れていない。日本文化というか、いま現在のラ

イフスタイル。日本の昔ではないのです。『源

氏物語』とか、そういうものではない。いま現

在、この空気の中の日本文化がとてつもない大

きな拡散力を持っている、というようなことに

なります。多分、これが１つのヒントというこ

とだと思うのです。 

もう１つ、僕、言うのを忘れたんだけど、い

ま最後に紹介しました本の話ですが、映画化が

決定しました。映画を撮るんです。これはいま

発表してもいいんですが、ビル・コンさんとい

う、この業界では敏腕のプロデューサーで、数

多くのヒット映画をつくってきた男です。「ラ

ストコーション」、それから、アカデミー賞を

取った「グリーン・ディスティニー」とか。香

港の方です。彼と３回くらいお会いしました。 

彼はこういうことを言った。なぜこの物語、

映画を撮りたいかというと、いまの時代を物語

っています。大きな時代の流れの中に、１つの、

言わないと誰もみに行かないというようなも

の、これは功績だということ、これを最大限に

表現するのがわれわれ映画人の務めだという

ことを言っています。 

僕だけじゃなくて、われわれの若い人たちが

一緒に団結して『知日』みたいなブランドをつ

くり出したのは、これは実際、いまの経済の話

ですけれども、これが４冊目に売れなかったら、

とっくにやめてしまいました。これは、これか

らどこまでもち続けるかということは、毎回努
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力してつくっていかないといけない。そうしま

すと、メカニズムとしては、ビジネスモデルと

してしっかりしていければ、不滅なんです。 

もう１点、日本に対して、正直に申しあげま

すと、われわれは相当注目されるようになりま

した。つい最近、ＢＢＣが編集部に入っていっ

て、彼らはメディアとして非常に興味を持って

いる。なぜ日中関係が悪い中、このようなもの

が存在しているか、というようなことを聞いて

いるらしいんです。だから、一日も早く日本語

版で、一冊でもいいから日本で皆さんにお届け

をしたい。某出版社と、その話は決まって、年

内に『知日』日本語版として登場してくる。 

これはわれわれが若者として、やっぱり気持

ちは、中国は全部反日ということではなくて、

反日がやっているときに、売れる『知日』が便

乗している、並走している、にこりと笑ってい

る連中がいる、ということを忘れないようにし

てほしいです。 

 

質問 いまのお話をお聞きして、日本文化の

拡散力というお話が非常に目新しいといいま

すか、新しい言葉として聞きました。日本から、

サブカルチャー」とか、「クールジャパン」、世

界にそういった文化を政府がお金を出して届

けようという動きもあります。いまおっしゃっ

た漫画とか、そういうものもコンテンツになっ

ているんですが、日本文化の拡散力のその姿自

体は、われわれ自身が実は気づいていないとい

うご指摘で、実際そうだと思うんですけれども、

それはどうしてなのかなということ。漫画だけ

じゃないと思うんですね。そして、そうした日

本文化は中国だけじゃなくて、東南アジアとか、

ほかのところにも拡散する力を持っているの

か。その辺について、日本に来てずうっとみて

おられて、どう感じられているのか 

もう１つ、これは外れる質問ですけれども、

毛さんは、毛沢東さんとご親戚なのかどうか。

日本で東条さんといえば、東条英機の親類じゃ

ないかと思われる人がいるんですけれども、そ

ういうことがあるのかどうか。もし、そうみら

れると嫌なのか、それともうれしいのか、その

辺もお聞かせ願えますか。 

「中国人による中国人のための日本」 

毛 ありがとうございました。 

最後の落ちがおもしろかったですね。まあ、

中間ですね。毛沢東の隠し子じゃないかと言わ

れることもありますよ。だって、毛丹青の「青」

は江青の「青」だから。毛の心は常に江青に向

かう、そういう迷惑な話があるぐらいです（笑）。 

まあ、それはさておいて、さっきの話ですが、

私は実はビジットジャパン大使なんですね。国

土交通省の名誉ある仕事をさせてもらったん

ですが、まあ、だめですね、ほんと。 

で、日本は、爆発的に感情をあらわすという

ことより、忍耐強く耐える力がよほど強いと思

う。来年、ちょうど阪神・淡路大震災の２０周

年ですか。僕は、そう思っているんです。 

行政が、クールジャパンもそうなんだけど、

いいコンテンツ、いい文化というのは、細長く

時間をかけるべきなのに、担当の人が次々かわ

るんですね。１年、２年、長くても３年間。 

一緒に中国でプロモーションをしました、一

緒に台湾に行ってプロモーションしました。あ

る日突然、その職を離れ、別の人が来ました。

「はじめまして。いままでどこの部署でした

か」とたずねると、「水道局にいました」。これ

からクールジャパンの担当をする人が。 

びっくりしたんですね。どういう人事の事情

かわからないんだけれども、文化というのは、

そんな粗末なものではない。 

もう１つが、何より『知日』の成功というの

は、成功とは言いませんけれども、われわれが

少なくとも元気で、ここまでやってこれたとい

うことの大きなポイントは、「中国人による中

国人のための日本」だったんです。これは日本

の方によってつくったものではありません。全

て中国人の手によってつくっていくという、こ

れが非常に大きいです。 

これも私は行政の会議でも随分辛口で言い

ましたけれども、「何としてもお願いしますか

ら、水道局から人を引っ張ってこないでくださ

いよ」とも言いましたよ。文化を理解するのは
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非常に専門知識と時間が要るんです。本を読ま

なければならない。相手の国の事情とかいうよ

うなものを、決してそんなに粗末にしてはいけ

ない。それは日本文化の力、日本文化の拡散力

に対する非常に失礼なやり方なんですよ。 

以上、ありがとうございました。 

 

司会 非常におもしろい話を聞かせていた

だきました。元気の出るような話でもありまし

た。どうもありがとうございました。 

毛先生からは「智者は知なり」、智は「知」

と「日」－日本を知ることが知であるという言

葉をいただきました。どうもありがとうござい

ました。 

（文責・編集部） 

 


